
広 膨

〒948－01新潟県中魚沼郡川西町大字水ロ沢12番地

　　　　　発行　町長南雲春雄　編集総務課文書広報係　印刷白南風社

年10／10肋．338
　　　　（80257－68－3川）

（毎月10日発行）

　．雛鐵響難
P
・
難
潅
㈱
鱒 鶏霧霧P

l欝1　繰，蕩羅鯛難欝

嚢
、 　霧趨麟懸辮藝

翻、搏，鞭雛覇
覇騨議鍛舗蜘覇

　轍織、欝難鞍、

　　ヌレ・タート101秒まえ

　雨でグランドコンディションは最悪　　スタートは緊

張します。
　　　　　　　　　　（関係記事は11ページ）

主な内容
〉議会報告…………………2

〉国鉄と覚書交換…………6

〉川西音頭…………………8

［＞川高吹奏楽で銅賞………10

〉長寿者番付表……………11

〉町史の窓……………・…・・12

〉千小花で最優秀賞………13

〉ようこそ川西町へ………14

［＞ねんきんふくし…………15

〉戸籍の窓から……………16

田休日救急医

10月12日山口医院（袋町中）a』52－2174

19日至誠堂医院（西浦町）魯52－3276

26日富田医院（神明町）魯52－3269

11月2日大島医院（川原町）魯52－2957

3日山口医院（更蓋害）唇55－2003

9日千手診療所（中央町）魯68－2034



広報かわにし／昭和61年10月10日発行”1””1”””””lol”””ll”””””””””1””9“””””1””“”ul”””1”1”1”1”ll”””””1”II””1”1””””II”ll”1””””””1””””1【2】

会義
昌
一
一
口

報告

　
第
五
回
町
議
会
定
例
会
が
、
九
月
九
日
か
ら

二
十
六
日
ま
で
十
八
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　
初
日
の
九
日
は
、
専
決
処
分
の
承
認
五
件
、

条
件
の
一
部
改
正
な
ど
三
件
、
水
道
事
業
会
計

決
算
認
定
、
人
事
関
係
四
件
な
ど
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
二
十
五
日
七
人
に
よ
る
一
般
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

　
そ
し
て
二
十
六
日
就
労
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
条

例
制
定
や
一
般
会
計
補
正
予
算
等
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
一
般
質
問
な
ど
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

町
政
に
対
す
る

　
　
一
般
質
間

役
場
庁
舎
に

　
　
冷
房
設
備
を

◆
上
村
広
治
議
員

　
①
夏
の
冷
房
設
備
が
ぜ
い
た
く
だ

と
い
う
時
代
で
は
な
く
な
っ
た
。
現

在
議
場
用
と
し
て
設
置
し
て
い
る
冷

房
設
備
を
庁
舎
事
務
室
に
も
活
用
で

き
な
い
か
。

　
電
力
料
は
、
農
協
本
所
の
例
で
は
、

七
～
九
月
の
一
箇
月
平
均
二
十
一
万

七
千
円
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
事
務

能
率
の
ア
ッ
プ
と
町
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
た
め
、
冷
房
設
備
に
つ
い
て
町

長
の
考
え
は
。

　
②
広
報
か
わ
に
し
で
、
議
会
の
審

議
内
容
な
ど
を
く
わ
し
く
町
民
に
伝

え
、
町
政
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
い
、

こ
れ
を
町
の
活
性
化
に
結
び
つ
け
た

ら
ど
う
か
、
そ
の
考
え
方
を
伺
い
た

、
　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

し

◇
南
　
雲
町
長

　
①
行
革
推
進
の
立
場
か
ら
少
数
精

鋭
の
理
念
に
基
い
て
、
事
務
能
率
の

向
上
は
必
至
で
あ
り
、
冷
暖
房
設
備

な
ど
事
務
環
境
の
向
上
を
図
る
必
要

が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
設
備
費
、
電
気
料
等
東
北
電
力
に

調
査
依
頼
中
で
あ
る
。
財
政
の
許
す

範
囲
で
、
来
年
度
か
ら
で
も
着
手
し

た
い
。

②
多
く
の
市
町
村
で
「
議
会
報
」

∀
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一帰一

を
議
会
自
身
で
編
集
し
、
詳
報
し
て

い
る
。
郡
内
で
は
、
当
町
だ
け
が
発

行
し
て
い
な
い
よ
う
だ
。

　
広
報
は
、
町
政
の
動
き
を
正
確
に

町
民
に
伝
え
る
う
え
で
重
要
な
こ
と

で
あ
り
、
現
方
式
で
は
、
ど
う
し
て

も
内
容
が
硬
く
な
り
が
ち
だ
が
、
で

き
る
だ
け
掲
載
す
る
よ
う
対
応
し
た

い
。
さ
ら
に
庁
内
に
、
広
報
委
員
会

と
い
う
よ
う
な
組
織
を
設
け
る
こ
と

も
考
え
て
み
た
い
。

畜
産
公
害
と

　
　
環
境
保
全

◆
小
林
寅
　
雄
議
員

　
千
手
養
豚
団
地
は
立
地
、
設
備
、

管
理
面
等
と
、
規
模
の
拡
大
で
、
公

害
防
止
の
対
応
が
不
十
分
の
ま
ま
、

近
郊
住
民
や
流
末
耕
地
へ
多
大
の
被

害
を
及
ぼ
し
、
最
悪
の
事
態
と
な
っ

て
い
る
。

　
被
害
者
の
立
場
に
た
っ
た
行
政
の

積
極
的
対
応
と
、
養
豚
農
家
へ
の
指

導
改
善
の
徹
底
で
、
両
者
の
共
存
共

栄
の
道
を
切
り
開
く
こ
と
を
強
く
要

請
す
る
。
町
長
の
考
え
は
。

◇
南
　
雲
町
長

　
当
面
の
問
題
は
、
豚
舎
内
の
清
掃

励
行
、
飼
料
に
添
加
す
る
脱
臭
剤
の

見
直
し
、
密
閉
豚
舎
施
設
の
年
次
計

画
的
改
善
、
ふ
ん
尿
一
貫
処
理
施
設

の
導
入
等
を
考
え
て
ゆ
き
た
い
。

　
四
十
八
年
七
月
三
十
日
千
手
養
豚

団
地
組
合
代
表
と
町
長
間
で
協
約
書

を
締
結
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
い

ま
だ
実
施
さ
れ
て
い
な
い
団
地
南
側

の
植
樹
な
ど
、
協
約
の
順
守
を
う
な

が
し
た
い
。

　
畜
産
公
害
対
策
協
議
会
を
発
展
的

改
組
し
、
時
代
の
要
請
に
対
応
し
た

公
害
全
般
に
つ
い
て
審
議
い
た
だ
く

た
め
、
公
害
対
策
審
議
会
を
七
月
一

日
付
け
で
発
足
し
た
。
地
域
住
民
と

畜
産
農
家
の
共
存
共
栄
に
は
、
た
い

肥
セ
ン
タ
ー
の
具
体
的
協
議
と
か
、

養
豚
団
地
の
移
転
を
含
ん
だ
集
中
化

問
題
や
将
来
計
画
を
審
議
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
八
月
二
十
七
日
十
日
町
保
健
所
で

魚
沼
農
政
事
務
所
ほ
か
関
係
機
関
と

養
豚
団
地
組
合
が
、
公
害
対
策
懇
談

会
を
開
い
た
。
そ
の
結
果
、
浄
化
槽

一
基
を
早
急
に
増
設
し
、
現
在
使
用

ふ

）

千手養豚団地

中
の
浄
化
槽
を
改
修
し
て
、
水
質
汚

濁
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
を
確
約
し

た
。
今
後
、
行
政
と
し
て
も
監
視
に

つ
と
め
た
い
。

畜
産
公
害
と

　
　
当
面
の
問
題

◆
柳

藤
作
議
員

　
畜
産
公
害
の
抜
本
的
改
善
を
は
か

る
に
は
、
た
い
肥
セ
ン
タ
ー
の
早
期

完
成
が
、
一
番
望
ま
し
い
と
考
え
、

先
に
提
案
し
た
が
、
そ
の
後
検
討
し
・

た
結
果
は
ど
う
か
。
ま
た
当
面
の
問

題
と
し
て
、

9
脱
臭
剤
散
布
の
検
収
方
法

口
脱
臭
剤
の
使
用
量
は
適
正
か
。
助

　
成
の
製
・
は
。

口
無
使
用
時
と
の
比
較
デ
ー
タ
ー
は
。

四
投
薬
効
果
の
有
無

㈲
悪
臭
の
発
生
日
数
は
。

因
悪
臭
対
策
は
、
ふ
ん
尿
の
処
理
方

　
法
等
と
は
別
に
、
原
因
は
な
い
か
。

㈲
積
出
し
作
業
の
日
時
と
気
象
条
件

　
の
相
関
は
。

◇
南
　
雲
町
長

　
た
い
肥
セ
ン
タ
ー
構
想
は
、
土
づ

く
り
運
動
と
畜
産
公
害
の
対
応
と
し

て
、
国
県
の
補
助
事
業
で
来
年
度
具

体
化
し
た
い
。
位
置
、
規
模
、
費
用

負
担
、
維
持
管
理
を
い
か
よ
う
に
す
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る
か
問
題
で
あ
る
。
採
算
の
と
れ
な

い
施
設
で
あ
り
、
生
産
者
か
ら
十
分

理
解
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
ふ
み
き
れ

な
い
。
特
に
位
置
に
つ
い
て
は
、
新

た
な
公
害
を
起
こ
し
て
は
と
思
い
、

慎
重
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

大
勢
の
住
民
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る

現
状
か
ら
、
行
政
と
し
て
も
い
さ
さ

か
な
費
用
を
投
下
す
る
こ
と
は
、
全

体
の
住
民
か
ら
も
許
し
て
い
た
だ
け

る
問
題
と
考
え
て
い
る
。

◇
須
藤
保
健
衛
生
課
長

　
の
脱
臭
剤
の
検
収
は
毎
月
十
日
に

前
月
分
の
報
告
を
求
め
て
い
る
。
六

十
年
度
実
績
で
、
浄
化
槽
等
の
電
気

料
を
含
め
た
単
純
平
均
で
、
一
養
豚

場
当
た
り
百
六
十
四
万
八
千
円
と
な

っ
て
い
る
。

　
口
脱
臭
剤
は
毎
日
出
る
ふ
ん
に
約

○
．
二
％
、
か
く
は
ん
の
場
合
は
、

○
・
五
％
を
散
布
指
導
し
て
い
る
。

一
日
二
～
三
回
、
一
養
豚
場
当
り
、

二
〇
キ
ロ
入
り
一
〇
〇
袋
を
配
布
し

て
、
そ
の
費
用
の
五
〇
％
を
助
成
し

て
い
る
。

　
日
・
四
比
較
デ
ー
タ
ー
は
な
い
が
、

春
夏
の
悪
臭
時
期
に
、
き
め
細
か
に

対
応
す
る
ね
ら
い
で
あ
り
、
応
急
処

置
で
あ
る
。
主
と
し
て
た
い
肥
舎
に

散
布
し
て
い
る
。
脱
臭
剤
散
布
で
ハ

エ
の
発
生
は
激
減
し
て
い
る
。

　
㈲
五
十
九
年
以
来
調
査
し
て
い
な

い
の
が
実
情
で
あ
る
。

　
因
豚
舎
の
に
お
い
が
全
体
の
六
〇

～
七
〇
％
の
に
お
い
な
ら
、
豚
舎
の

密
閉
化
で
悪
臭
防
止
も
可
能
だ
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
ク
ー
ラ
ー
の
設
置

は
、
経
済
的
な
面
で
生
産
者
の
合
意

が
得
ら
れ
な
い
。

　
㈲
午
後
二
時
か
ら
夕
刻
に
か
け
て

積
出
し
や
か
く
は
ん
は
し
な
い
よ
う

指
導
し
て
い
る
。

中屋敷地内の転作田

仙
田
地
区
の

　
　
過
疎
対

◆
登
　
坂

茂
議
員

　
①
三
十
年
と
六
十
年
の
国
勢
調
査

を
比
較
す
る
と
、
仙
田
地
区
の
世
帯

は
半
減
、
人
口
は
三
分
の
一
に
減
少

し
た
。
そ
の
原
因
は
、

O
　
嫁
、
婿
が
な
く
、
適
齢
期
を
過

　
ぎ
て
町
内
外
へ
出
る
人
が
多
い
。

⇔
　
町
道
、
農
道
、
災
害
復
旧
負
担

　
金
な
ど
維
持
管
理
的
な
部
落
費
が

　
増
大
し
た
た
め
。

口
　
豪
雪
対
策
の
遅
れ
か
ら
、
消
パ

　
イ
は
、
中
仙
田
の
国
県
道
と
赤
谷

　
の
国
道
し
か
な
く
、
通
勤
者
の
車

　
庫
確
保
に
苦
労
し
て
い
る
。

　
　
雪
害
に
よ
る
春
の
耕
作
道
の
維

　
持
は
、
本
年
度
も
県
費
だ
け
で
町

　
負
担
は
な
か
っ
た
。
そ
の
分
、
部

　
落
費
増
と
な
り
、
個
人
負
担
の
増

　
と
な
っ
た
。
そ
れ
ら
、
仙
田
地
区

　
の
過
疎
防
止
策
を
、
町
長
は
ど
の

　
よ
う
に
お
考
え
か
。

②
六
十
一
年
産
米
の
米
価
据
置
き

と
米
を
め
ぐ
る
情
勢
は
き
わ
め
て
き

び
し
い
。
六
十
二
年
度
か
ら
の
ポ
ス

ト
三
期
対
策
は
、
転
作
の
長
期
展
望

に
た
っ
た
転
作
作
物
選
び
が
重
要
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
畑
作
物
の
特
産
品

と
し
て
、

O
　
里
芋
、
八
ッ
頭
が
あ
る
。
作
り

　
や
す
く
ズ
イ
キ
は
酢
漬
と
し
て
食

　
味
も
よ
く
、
作
付
を
奨
励
し
て
は
。

口
　
葉
た
ば
こ
減
反
に
よ
る
畑
や
荒

　
地
に
ク
リ
を
植
え
た
ら
ど
う
か
。

　
町
長
の
考
え
は
。

◇
南
　
雲
町
長

　
①
仙
田
地
区
は
、
町
の
過
疎
化
現

象
の
縮
図
と
も
い
え
る
。
立
町
以
来

の
地
域
振
興
事
業
は
す
べ
て
が
、
過

疎
対
策
に
帰
結
す
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。

　
全
国
過
疎
市
町
村
の
な
か
で
、
最

近
人
口
が
ふ
え
た
一
部
市
町
村
の
要

因
を
調
べ
た
と
こ
ろ
で
は
広
域
圏
的

視
野
に
た
っ
た
企
業
誘
致
や
地
域
産

業
の
活
性
化
、
交
通
条
件
改
善
に
よ

る
通
勤
圏
拡
大
と
生
活
環
境
改
善
に

よ
る
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
化
と
な
っ
て
い
る
。

　
町
で
も
国
道
二
五
二
、
同
四
〇
四
、

県
道
小
千
谷
十
日
町
津
南
線
の
整
備

促
進
を
強
く
働
き
か
け
、
通
勤
圏
拡

大
や
豪
雪
を
も
の
と
も
し
な
い
生
活

環
境
を
創
り
出
す
こ
と
だ
と
思
う
。

　
こ
れ
ら
の
施
策
を
効
果
あ
る
も
の

に
し
て
い
く
に
は
、
議
会
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
英
知
を
結
集
し
、
　
“
ス
ト

ッ
プ
・
ザ
・
カ
ン
を
実
現
し
た
い

と
念
願
し
て
い
る
。

②
O
里
芋
の
反
収
は
、
全
国
で
一
、

二
〇
〇
～
一
、
四
〇
〇
キ
ロ
で
市
場
価

格
は
キ
ロ
当
た
り
千
二
百
円
程
と
か

な
り
の
高
収
入
が
見
込
ま
れ
る
。

　
し
か
し
、
種
子
が
高
く
収
穫
時
に

労
力
を
要
す
る
の
が
課
題
で
あ
る
。

　
ロ
ク
リ
は
、
十
日
町
に
も
産
地
が

あ
る
。
一
〇
ア
ー
ル
当
た
り
七
万
五

千
円
程
だ
。
共
同
防
除
体
制
を
と
る

必
要
か
ら
五
～
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
以

上
の
団
地
で
な
い
と
コ
ス
ト
高
に
な

る
。
関
係
方
面
と
十
分
協
議
し
た
い
。

水
田
再
編
の

　
　
長
期
計
画
は

◆
根
津
健
治
郎
議
員

①
O
　
塩
辛
地
区
企
業
誘
致
の
そ
の

　
後
の
経
過
と
見
通
し
。
こ
れ
か
ら

　
の
企
業
誘
致
の
方
針

口
町
費
で
技
術
研
修
生
派
遣
、
専

　
問
学
校
（
大
学
を
含
む
）
入
学
者

　
奨
学
金
制
度
を
創
設
し
、
人
材
養

　
成
を
図
り
、
独
立
企
業
の
設
立
育

　
成
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

日
　
小
規
模
事
業
所
ま
で
の
道
路
除

　
雪
を
町
で
、
で
き
な
い
か
。

②
来
年
度
か
ら
第
三
期
水
田
再
編

対
策
に
入
り
、
転
作
面
積
の
割
当
て

も
さ
ら
に
増
え
る
と
思
う
。
従
来
は

面
積
消
化
に
重
点
が
お
か
れ
た
が
、

今
後
は
転
作
面
積
の
定
着
化
を
は
か

る
な
ど
、
長
期
計
画
に
よ
る
産
地
づ

く
り
が
必
要
と
思
う
が
伺
い
た
い
。

◇
南
　
雲
町
長

①
O
小
千
谷
に
進
出
し
た
新
潟
三
洋

電
子
の
取
引
企
業
が
、
五
十
九
年
に

隣
接
市
町
村
に
用
地
を
取
得
し
た
い

と
い
う
話
を
き
き
、
接
渉
の
結
果
八

分
ど
お
り
塩
辛
に
進
出
す
る
見
通
し

を
得
た
訳
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
円

高
に
よ
り
、
輸
出
関
連
企
業
は
厳
し

い
状
況
と
な
り
、
こ
の
企
業
も
設
備

投
資
を
抑
制
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
本
年
二
月
同
地
区
を
農
村
地
域
工

業
導
入
地
区
指
定
を
申
請
し
た
り
、

国
庫
補
助
で
取
付
道
路
を
整
備
す
る

予
定
で
、
地
域
の
ご
協
力
を
得
な
が

ら
、
先
の
企
業
に
限
定
す
る
こ
と
な

　
　
　
　
（
次
ぺ
ー
ジ
ヘ
つ
づ
く
）
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（
前
ぺ
ー
ジ
か
ら
）

く
、
所
期
の
目
的
を
達
成
し
た
い
。

　
口
有
益
な
企
業
誘
致
を
進
め
る
た

め
に
も
、
地
場
産
業
の
発
展
の
た
め

に
も
優
秀
な
人
材
を
養
成
確
保
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
研
修

生
の
派
遣
や
奨
学
生
制
度
に
つ
い
て

も
前
向
き
に
検
討
し
、
異
業
種
間
の

交
流
な
ど
企
業
に
も
指
導
し
た
い
。

②
転
作
目
標
面
積
は
、
現
行
の
二

〇
％
増
、
転
作
奨
励
金
は
、
基
本
額

が
引
下
げ
ら
れ
そ
う
な
見
通
し
で
あ

り
、
当
町
の
農
業
は
、
新
た
な
重
荷

が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
そ

う
も
な
い
。

　
集
落
単
位
に
、
水
田
農
業
確
立
地

域
あ
る
い
は
集
団
営
農
推
進
地
域
の

よ
う
な
も
の
を
設
け
、
計
画
を
樹
立

し
、
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
等

の
高
度
な
水
田
農
業
の
展
開
を
図
り

あ
る
い
は
転
作
田
の
団
地
化
と
か
、

高
度
利
用
の
も
と
転
作
目
標
を
達
成

し
た
い
と
考
え
る
。

◇
高
橋
建
設
課
長

①
口
六
十
年
度
か
ら
、
除
雪
計
画
路

線
外
に
あ
る
事
業
所
が
自
分
で
除
雪

し
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
、
補
助
金
制

度
を
設
け
て
い
る
。
該
当
事
業
所
が

十
か
所
あ
る
。
補
助
金
総
額
百
万
円

で
あ
る
。

円
高
不
況
と

　
　
企
業
誘
致

◆
戸
田
哲
次
議
員

　
町
は
他
に
さ
き
が
け
て
ほ
場
整
備

を
完
了
し
、
企
業
誘
致
に
も
力
を
入

れ
て
来
た
。
一
昨
年
来
、
企
業
誘
致

委
員
会
を
発
足
さ
せ
成
果
を
上
げ
つ

つ
進
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
世
界
的
な
産
業
構
造

の
変
化
、
特
に
ア
メ
リ
ヵ
の
巨
額
な

財
政
赤
字
を
日
本
の
輸
出
攻
勢
だ
と

決
め
つ
け
ら
れ
、
そ
の
あ
お
り
が
町

の
企
業
誘
致
に
ま
で
及
ぼ
う
と
し
て

い
る
。

　
今
後
の
企
業
誘
致
の
取
組
み
は
ど

う
な
す
べ
き
か
、
町
長
の
ご
見
解
は
。

◇
南
　
雲
町
長

　
成
長
分
野
の
製
品
を
手
が
け
る
企

業
、
国
内
ユ
ー
ザ
ー
向
け
仕
様
に
機

械
を
新
設
す
る
企
業
、
あ
る
い
は
、

海
外
に
活
路
を
見
出
す
企
業
な
ど
、

こ
の
円
高
で
も
設
備
投
資
を
行
っ
て

い
る
も
の
も
あ
り
、
企
業
誘
致
に
絶

望
的
な
考
え
は
も
っ
て
は
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

　
過
疎
化
の
進
行
は
、
地
域
に
雇
用

の
場
が
少
な
く
、
若
者
に
と
っ
て
と

ど
ま
る
魅
力
に
と
ぼ
し
い
と
い
う
こ

と
が
最
大
原
因
に
な
っ
て
い
る
。
ま

ず
、
若
者
に
そ
の
能
力
を
発
揮
で
き

る
職
場
を
確
保
し
て
や
る
こ
と
だ
と

い
わ
れ
る
。

　
経
済
基
盤
の
虚
弱
な
我
が
町
に
と

っ
て
、
企
業
誘
致
が
不
可
欠
の
課
題

で
あ
り
、
特
に
新
規
学
卒
者
雇
用
型

企
業
の
誘
致
に
最
大
の
努
力
を
傾
注

す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
考
え
は
就
任
以
来
、
私
の
変

わ
り
な
い
基
本
施
政
で
も
あ
る
。
若

者
が
二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
定
住

で
き
る
条
件
整
備
を
今
後
一
層
推
進

す
る
所
存
で
あ
る
。

原
発
の
送
電
線

　
　
建
設
受
入
れ

◆
田
　
ロ
　
直
　
人
議
員

①
七
月
二
十
四
日
送
電
線
ル
ー
ト

が
公
表
さ
れ
、
地
元
の
説
明
会
も
終

わ
り
、
大
き
な
波
紋
を
投
げ
か
け
て

い
る
。
第
一
ル
ー
ト
と
ち
が
い
、
町

を
東
西
に
横
断
し
、
家
屋
へ
の
近
接
、

ほ
場
整
備
田
へ
塔
が
設
置
さ
れ
る
と

い
う
第
ニ
ル
ー
ト
の
建
設
受
入
れ
に
、

大
き
な
不
安
と
不
満
が
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
や

ソ
ビ
エ
ト
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
事

故
で
、
三
〇
キ
ロ
以
内
は
住
民
避
難

区
域
と
な
っ
た
。
柏
崎
原
発
か
ら
一
二

〇
キ
ロ
の
円
を
描
け
ば
、
町
は
七
～

八
割
が
そ
の
圏
内
に
入
る
。

　
町
当
局
の
受
入
れ
賛
成
の
理
由
を

住
民
が
納
得
で
き
る
よ
う
お
答
え
願

い
た
い
。

　
②
来
年
度
か
ら
の
ポ
ス
ト
三
期
水

田
再
編
に
は
、
農
業
現
場
で
は
大
き

な
不
安
に
包
ま
れ
て
、
こ
れ
以
上
の

面
積
が
増
え
れ
ば
、
そ
の
割
当
て
達

成
さ
え
危
ぶ
ま
れ
る
現
状
で
あ
る
。

　
補
助
金
に
頼
ら
な
く
と
も
よ
い
野

菜
や
園
芸
作
物
等
な
ん
と
し
て
も
育

成
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
豪
雪
地

の
町
農
業
の
大
き
な
岐
路
を
迎
え
、

そ
の
あ
り
方
と
ポ
ス
ト
三
期
対
策
に

つ
い
て
お
尋
ね
し
た
い
。

③
国
道
二
五
二
の
通
称
三
領
坂
の

改
修
と
除
雪
体
制
改
善
を
お
願
い
し

た
い
。

◇
南
　
雲
町
長

①
五
十
八
年
通
産
大
臣
の
諮
問
機

関
総
合
エ
ネ
ル
ギ
i
調
査
会
で
は
、

原
子
力
発
電
を
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
中
核
と
し
て
位
置
づ
け
、
原
発

の
推
進
を
国
の
課
題
と
し
て
い
る
。

　
県
を
は
じ
め
関
係
行
政
は
、
国
策

で
あ
り
公
共
公
益
事
業
で
あ
る
原
発

開
発
事
業
遂
行
に
理
解
を
示
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
町
も
同
様
な

姿
勢
で
理
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
送
電
線
の
建
設
は
、
地
元
に
と
っ

て
様
々
な
影
響
を
受
け
、
住
民
に
と

っ
て
不
安
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ

る
。
今
後
、
東
京
電
力
と
協
議
し
、

不
安
や
心
配
の
解
消
に
努
め
、
具
体

的
な
措
置
を
と
る
よ
う
要
請
し
て
ゆ

き
た
い
と
思
う
。

②
ポ
ス
上
二
期
は
、
来
年
度
に
向

け
て
農
政
審
議
会
で
検
討
さ
れ
て
い

る
過
程
で
あ
っ
て
、
近
く
そ
の
骨
格

が
な
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
。

　
転
作
目
的
の
達
成
に
向
け
て
の
誘

導
対
策
の
強
化
、
生
産
性
の
高
い
転

作
作
物
の
生
産
主
体
の
確
立
等
に
つ

い
て
、
農
協
と
協
調
一
体
化
の
中
で

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
う
。

　
町
農
業
の
あ
り
方
を
考
え
る
際
、

第
二
種
兼
業
農
家
の
農
地
を
、
専
業

農
家
か
専
業
指
向
農
家
に
集
め
て
規

模
拡
大
を
図
り
、
こ
れ
を
中
核
農
家

に
育
て
あ
げ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思

う
。
農
業
を
真
に
産
業
と
し
て
と
ら

え
る
の
か
。
そ
の
場
合
兼
業
農
家
の

生
活
を
ど
う
導
く
の
か
、
あ
ま
り
に

も
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
、

国
の
政
策
の
推
移
と
か
か
わ
る
大
き

な
問
題
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

③
国
道
の
改
修
は
、
小
海
川
橋
架

替
え
に
と
も
な
っ
て
前
後
三
二
〇
メ

ー
ト
ル
は
改
修
済
み
で
あ
る
。
小
根

岸
か
ら
七
〇
メ
ー
ト
ル
が
用
地
買
収

未
解
決
で
、
事
業
ス
ト
ッ
プ
し
て
い

る
。
用
地
買
収
の
協
力
が
得
ら
れ
れ

ば
、
県
単
で
工
事
再
開
で
き
る
見
通

し
だ
。

　
除
雪
体
制
に
つ
い
て
は
、
本
年
度

か
ら
直
営
路
線
で
は
な
く
、
業
者
委

託
に
切
替
え
る
計
画
だ
と
き
い
て
お

り
、
今
ま
で
よ
り
は
、
か
な
り
改
善

さ
れ
る
と
期
待
し
て
い
る
。

，コロ

…
　
　
以
上
質
問
順
に
掲
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◎
専
決
処
分
の
承
認

　
専
決
処
分
は
県
囚
町
村
で
組
織
す

る
五
つ
の
組
合
規
約
の
変
更
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
内
容
は
す
べ
て

西
蒲
原
郡
「
中
之
島
村
」
が
、
十
月

一
日
か
ら
「
中
之
島
町
」
と
な
る
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

◎
条
例
の
一
部
改
正

　
表
彰
条
例
と
、
職
員
給
与
条
例
、

附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
改
正
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
条
例
は
附
則
の
一
部
を
改
正

し
た
も
の
で
あ
り
、
職
員
給
与
条
例

は
、
行
政
職
給
料
表
を
そ
の
職
務
で

格
付
分
類
し
た
も
の
に
改
め
ま
し
た
。

附
属
機
関
設
置
条
例
は
、
町
長
が
委

嘱
す
る
審
議
会
等
の
機
関
を
、
別
表

と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

◎
財
産
の
譲
与

　
な
か
ま
の
家
に
隣
接
す
る
町
有
地

五
、
七
五
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
（
約

一
、
七
三
九
坪
）
を
、
社
会
福
祉
法

人
あ
か
ね
会
へ
無
償
で
譲
与
す
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。

◎
人
事
関
係

　
九
月
十
七
日
任
期
満
了
し
た
選
挙

管
理
委
員
と
同
補
充
員
を
選
挙
し
、

そ
れ
ぞ
れ
次
の
四
人
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

　
選
挙
管
理
委
員

　
　
中
央
町

　
　
上
野

　
　
木
落

　
　
赤
谷

　
同
補
充
員

　
　
坪
山

　
　
三
領

　
　
原
田

　
　
中
仙
田

補
充
員

太
田
長
栄
（
再
）

上
村
信
栄
（
〃
）

和
久
井
守
（
新
）

長
谷
川
力
一
（
〃
）

中
村
謹
治

南
雲
隆
三

丸
山
誠
一

樋
口
正
信

　
　
　
選
挙
管
理
委
員
が
万
一
欠
け

　
　
　
た
場
合
に
、
た
だ
ち
に
そ
の

後
任
と
な
る
よ
う
予
め
選
任
し
て
お

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
委
員
と

し
て
補
充
さ
れ
る
順
序
も
決
ま
っ
て

い
ま
す
。
　
（
右
掲
載
順
）

　
九
月
十
五
日
任
期
満
了
し
た
教
育

委
員
会
委
員
上
村
栄
一
さ
ん
に
か
わ

っ
て
、
渡
邊
一
郎
さ
ん
（
新
町
新
田
）

が
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
さ
れ
ま

し
た
。

一一一一一w＿＿、！＾

渡辺一郎さん

　
議
会
議
員
の
う
ち
か
ら
選
任
さ
れ

る
監
査
委
員
に
、
小
林
正
人
議
員
が

議
会
の
同
意
を
得
て
就
任
し
ま
し
た
。

　
八
月
三
十
一
日
付
け
で
上
村
広
治

議
員
が
辞
任
し
、
そ
の
後
任
に
選
ば

れ
た
も
の
で
す
。

　
農
業
委
員
会
委
員
の
う
ち
、
議
会

の
推
せ
ん
委
員
上
村
広
治
議
員
が
、

八
月
十
九
日
付
け
で
辞
任
し
ま
し
た
。

そ
の
後
任
に
、
沢
口
富
士
雄
さ
ん

（
下
平
新
田
）
が
推
せ
ん
さ
れ
、
就

任
し
ま
し
た
。

◎
特
別
功
労
表
彰
者
の
同
意

　
特
別
功
労
者
と
し
て
四
人
を
表

彰
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

数
藤
彦
三

丸
山
精
二
郎

丸
山
富
司

小
川
清
次

（
中
屋
敷
）

（
茨
城
県
取
手
市
）

（
東
京
都
品
川
区
）

（
下
平
新
田
）

◎
新
設
さ
れ
た
条
例

　
就
労
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
新
設
条
例
が
、
産
業
厚
生

常
任
委
員
会
に
審
査
付
託
さ
れ
、
そ

の
結
果
、
本
会
議
で
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
補
正
予
算

　
一
般
会
計
と
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
の
補
正
予
算
が
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
で
は
、
歳
入
歳
出
に
そ

れ
ぞ
れ
一
億
七
千
三
百
十
五
万
五
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
二
士
二

億
一
千
六
百
七
十
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
増
額
さ
れ
た
大
き
な
も
の
と
し
て
、

歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
、
災
害
復

旧
事
業
の
国
庫
負
担
金
、
同
県
支
出

金
、
角
万
寺
ス
キ
ー
場
整
備
の
た
め

の
寄
附
金
、
国
鉄
信
濃
川
水
力
発
電

再
開
発
計
画
に
か
か
わ
る
、
国
鉄
か

ら
の
道
路
新
設
事
業
費
負
担
金
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
、
役
場
駐
車
場
用
地
購
入
費
、

町
道
新
設
改
良
の
た
め
の
物
件
補
償

費
、
克
雪
住
宅
建
設
資
金
貸
付
金
、

角
万
寺
ス
キ
ー
場
施
設
整
備
費
、
農

地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

建設中の就労センター

◎
意
見
書
の
提
出

　
少
額
貯
蓄
非
課
税
制
度
の
存
意
、

私
学
助
成
の
充
実
、
強
化
を
求
め
る

意
見
書
を
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
に
議

長
名
で
提
出
す
る
こ
と
を
議
決
し
ま

し
た
。

　
な
お
、
老
人
保
健
制
度
の
見
直
し

に
関
す
る
意
見
書
提
出
は
否
決
さ
れ

ま
し
た
。

◎
水
道
事
業
会
計

　
決
算
の
認
定

　
千
手
、
上
野
（
川
辺
を
除
く
）
田

戸
、
中
仙
田
、
赤
谷
、
岩
瀬
地
区
に

給
水
し
て
い
る
、
六
十
年
度
の
水
道

事
業
会
計
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
決
算
報
告
書
で
は
、
主
た
る
施
工

事
業
は
、
町
道
改
良
施
工
に
と
も
な

っ
た
配
水
管
改
良
と
、
水
不
足
地
区

の
配
水
管
改
良
、
山
の
根
地
区
配
水

池
の
流
量
計
の
更
新
な
ど
で
す
。

　
収
支
面
で
は
、
上
野
集
落
下
水
道

の
併
用
開
始
等
に
よ
る
収
益
の
増
、

高
料
金
対
策
と
し
て
の
町
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
四
千
八
百
万
円
な
ど

を
含
め
、
全
体
で
一
億
二
千
百
四
十

七
万
二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
決
算
額
は
次
の
と
お
り
。

（1）収益的収入及び支出

　　水道事業収益　　125，949，508円

　　水道事業費用　　121。472。321円

（2）資本的収入及び支出

　　資本的収入　　　1。180，000円

　　資本的支出　　　20．494。445円

　※不足額は過年度分損益勘定
　　　　　　　　　　　　　てん
　留保資金、減債積立金で補填
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国
鉄
信
濃
川
水
力
発
電
再
開
発
計
画

　
十
月
一
日
、
町
は
国
鉄
信
濃
川
水
力
発
電
再
開
発
工
事
、
い
わ
ゆ
る
第
五
期
工
事
に
関
し
、
国

鉄
信
濃
川
工
事
事
務
所
と
覚
書
を
交
換
し
、
工
事
の
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
五

十
九
年
八
月
の
国
鉄
へ
の
申
入
れ
書
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
提
出
し
た
町
要
望
書
へ
の
国
鉄
か
ら

の
回
答
が
、
あ
る
程
度
満
た
さ
れ
た
も
の
と
判
断
し
て
の
結
果
で
あ
り
ま
す
。

1
覚
書
に
至
る
経
緯
1

　
五
十
九
年
五
月
、
国
鉄
か
ら
信
濃

川
水
力
発
電
再
開
発
計
画
の
正
式
な

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
以
来
、
町
で

覚
書
交
換
の
も
よ
う

は
過
去
、
水
力
発
電
工
事
に
よ
っ
て
、

大
変
な
迷
惑
を
被
っ
た
直
接
の
被
害

者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
再
開
発

計
画
に
よ
る
町
へ
の
影
響
、
特
に
生

活
や
産
業
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
水
に
対
す
る
影
響
を
重
視
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
五
十
九
年
八
月
二
十
八
日
付
で
国

鉄
へ
の
申
入
れ
書
を
、
さ
ら
に
六
十

一
年
六
月
四
日
に
信
濃
川
水
力
発
電

再
開
発
計
画
に
関
す
る
要
望
書
を
提

出
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
六
月

三
十
日
に
国
鉄
側
の
回
答
を
得
ま
し

た
。

　
こ
の
間
、
延
べ
十
数
回
に
わ
た
る

説
明
会
の
開
催
や
、
数
十
回
に
及
ぶ

国
鉄
と
の
協
議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

し
た
。
特
に
、
六
月
三
十
日
に
要
望

書
の
回
答
を
得
た
時
点
で
、
な
お
不

満
と
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
精
力

的
に
交
渉
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
町
民
の
み
な
さ
ん
が
心
配
し
て
い

る
事
項
に
つ
い
て
、
問
題
点
を
一
つ

ず
つ
解
決
し
な
が
ら
、
よ
う
や
く
町

が
望
む
と
こ
ろ
に
近
い
回
答
を
得
、

約
束
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
判
断

し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
工
事
開
始
の
タ
イ
ム
リ

ミ
ッ
ト
等
を
考
え
あ
わ
せ
、
町
議
会

や
、
地
区
協
議
会
に
も
は
か
り
、
去

る
十
月
一
日
、
最
終
的
な
工
事
同
意

と
も
い
え
る
覚
書
を
交
換
い
た
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
三
年
間
に
わ
た
り
、
将

来
の
町
の
水
問
題
を
左
右
す
る
大
き

な
問
題
を
抱
え
た
同
計
画
に
、
町
民

の
み
な
さ
ん
が
大
き
な
関
心
を
も
ち
、

町
の
交
渉
に
対
し
て
側
面
的
な
応
援

協
力
体
制
を
と
っ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
、
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
、
工
事
の
経
緯
に
よ
っ
て
は
、

そ
の
都
度
解
決
を
図
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
諸
問
題
も
あ
り
ま
す
。
今
後

と
も
、
町
全
体
で
進
行
す
る
工
事
を

見
つ
め
な
が
ら
、
今
回
工
事
が
、
ど

ん
な
小
さ
な
事
柄
で
も
、
町
民
が
犠

牲
に
な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
監
視

を
強
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
応
援

体
制
も
継
続
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
覚
書
の
全
文
を
掲
載
し
、

要
望
に
対
す
る
回
答
の
概
略
、
交
渉

の
経
過
等
を
ご
紹
介
し
て
、
町
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
を
得
た
い
も
の

と
思
い
ま
す
。

町
の
要
望
に
対
す
る

　
　
国
鉄
回
答
の
概
要

一
水
対
策

　
基
本
的
に
は
す
べ
て
の
水
利
用
に

支
障
が
な
い
よ
う
、
万
全
の
注
意
を

払
っ
て
工
事
を
行
う
。

　
万
が
一
、
現
在
使
用
し
て
い
る
水

利
用
に
支
障
が
生
じ
た
場
合
は
、
直

ち
に
国
鉄
が
責
任
を
持
っ
て
対
処
す

る
。

　
町
の
将
来
計
画
に
つ
い
て
も
国
鉄

は
可
能
な
限
り
協
力
す
る
。

二
　
工
事
に
と
も
な
う
影
響
調
査

　
水
文
調
査
等
、
工
事
に
よ
る
影
響

を
測
定
す
る
調
査
は
、
工
事
完
了
後

も
一
定
期
間
継
続
し
、
そ
の
結
果
等

を
町
に
提
出
す
る
。

三
　
発
生
土
の
有
効
利
用

　
ト
ン
ネ
ル
掘
削
に
と
も
な
う
発
生

土
は
、
町
の
諸
計
画
に
合
致
す
る
よ

う
埋
め
土
す
る
。

　
地
権
者
に
対
し
て
も
、
十
分
な
話

合
い
に
よ
り
補
償
等
を
行
う
。

四
工
事
用
道
路

　
工
事
用
に
使
用
す
る
道
路
は
、
安

全
性
を
重
視
し
て
選
定
し
、
そ
の
補

修
等
は
、
国
鉄
の
責
任
で
行
う
。

　
通
学
道
路
等
に
は
、
必
要
に
応
じ

て
、
歩
道
や
安
全
施
設
を
設
置
し
、

誘
導
員
の
配
置
も
考
慮
す
る
。

　
一
部
新
設
の
工
事
用
道
路
の
建
設

費
負
担
も
行
う
。

五
安
全
対
策

　
工
事
中
の
交
通
安
全
、
振
動
、
騒

音
対
策
、
作
業
基
地
の
治
安
等
に
つ

い
て
は
、
地
元
代
表
と
国
鉄
で
、
災

害
防
止
連
絡
協
議
会
を
作
り
、
協
議

し
な
が
ら
災
害
防
止
に
努
め
る
。

六
　
地
域
課
題
へ
の
対
応

　
工
事
に
関
し
て
地
元
業
者
の
参
加
、

地
元
か
ら
の
物
資
調
達
、
及
び
従
業

員
の
地
元
雇
用
等
に
は
で
き
る
だ
け

協
力
す
る
。

　
前
期
工
事
に
お
け
る
解
決
未
了
の

諸
問
題
に
つ
い
て
、
今
後
も
協
議
を

続
け
解
決
に
努
力
す
る
。
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こ
の
回
答
に
つ
い
て
は
、
町
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
要
望
に
沿
う
よ
う
、

細
か
な
こ
と
ま
で
協
議
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
詳
細
は
、
各
地
区
の
協
議

会
の
席
上
で
説
明
を
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
、
お
知

り
に
な
り
た
い
方
は
、
役
場
国
鉄
発

電
所
対
策
室
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ

い
。

償のんの　　七
を　　テ　1こ　糸呈ネ甫

行く迷過償そ
の
他

等
に
つ
い
て
は
、
前
期
工
事

を
ふ
ま
え
、
住
民
の
み
な
さ

惑
を
か
け
な
い
よ
う
、
納
得

ま
で
話
し
合
い
、
十
分
な
補

う
。

　　　　　　　　　　　　　　　　覚　　　　書

　日本国有鉄道が施行する信濃川水力発電再開発工事（以下r工事」という。）に関し、過去における水

力発電工事に係わる経緯を踏まえ、誠意をもって協議することを前提に、中魚沼郡川西町を甲、日本国有

鉄道信濃川工事事務所を乙として、次のとおり覚書を交換する。
（水対策）

1．乙は、現状の水利用に支障が生じないよう工事を施行するものとする。

　　なお、支障が生じた場合の水源対策として、トンネル横坑の湧水等を利用して、速やかに善処出来る

　ように万全を期するものとする。

　　また、設置施設の維持管理についても、乙が責任をもって対処するものとする。

2．乙は、工事に起因し個人の井戸等に損害を与えた場合は、乙の責任において速やかに善処するものと

　する。

（道路の整備、安全対策）

3．乙は、工事に使用する道路については、地元と協議のうえ改良整備し、交通に支障のないよう万全を

　期するものとする。

4．乙は、工事の施行に際しては、歩行者の安全対策に関し安全対策協議会を設置して、その対策を検討

　のうえ実施するものとする。

（工事発生土の有効活用）

5．乙は、工事施行に伴い発生する土砂について、甲の計画と整合が図れる土捨場に搬入のうえ盛土し、

　関連する道水路を関係行政機関と協議のうえ整備し、その有効活用を図るものとする。
（環境保全）

6．乙は、工事施行に伴う騒音、振動、汚水等について、環境基準を守り、地元に迷惑をかけないよう万

　全を期して施工するものとする。

7．乙は、工事に関係する道水路等の整備及び農地の一時転用等について、関係行政機関との協議完了を

　まって工事を施行するものとする。
（工事施行同意）

8．甲は上記各項の履行を前提に、信濃川水力発電再開発工事の施行に同意するものとする。
（その他）

9．前各項に定めのない事項又は疑義を生じた事項については、その都度甲．乙誠意をもって協議するも
　のとする。

　以上覚書の証として、本書2通を作成し、甲．乙おのおの記名押印して各1通を保有する。

　　　昭和61年10月1日
　　　　　　　　　　　　　　　　甲中魚沼郡川西町長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南　雲　　春　　雄
　　　　　　　　　　　　　　　　乙　　日本国有鉄道信濃川工事事務所長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　林　　　　　　博

　　　協議及び交渉経過　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ
議会国鉄発電所対策特別委員会　要望提出まで　5回i

　　　　　　　　　　　　　回答受領後　　4回i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ町が招集した地区協議会（代表者会議を含む）　　7回i

町要望書提出　信濃川工事事務所　6月4日（議会特i

別委立会い）

国鉄回答書提出　役場委員会室　6月30日（同上）

信工所長・町長対談　町長室　　　9月16日

信工次長・町長対談　町長室　7月19日及び8月13日

事務レベル協議　　　　　　　　　　　　　延　32回

覚書交換　役場委員会室　　　10月1日（議会特別委

立会い）
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上野小コンビで

した。ができま，

｛年醜養
㌶
、
》

一先生
野小教諭）

俊
ぽ

村市＝作曲作詞＝中澤松治先生
　　　　　　（前上野小学校長）

〆

三四

￥
ア
ー

ノ春
は
山
菜
山
深
く

ぶ
な
の
緑
と
水
ば
し
ょ
う

信
濃
大
川
水
ぬ
る
み

芽
ぶ
く
社
の
大
け
や
き

　
　
ホ
ン
ニ
　
ソ
ー
ダ
コ
テ
エ
　
ソ
ー
ダ
コ
テ
エ

　
　
　
コ
ネ
エ
カ
ノ
　
コ
ネ
エ
カ
ノ
　
川
西
へ

＼
ア
ー

ノ千
手
観
音
夏
ま
つ
り

乙
女
の
ゆ
か
た
裾
ゆ
れ
て

つ
ど
う
踊
り
の
輪
も
広
い

若
い
力
も
気
も
は
ず
む

　
　
ホ
ン
ニ
　
ソ
ー
ダ
コ
テ
エ
　
ソ
ー
ダ
コ
テ
エ

　
　
コ
ネ
エ
カ
ノ
　
コ
ネ
エ
カ
ノ
　
川
西
へ

＼
ア
ー

ノ
秋
は
み
の
り
の
笛
太
鼓

重
い
稲
穂
は
コ
シ
ヒ
カ
リ

山
の
紅
葉
も
日
に
映
え
て

明
日
の
の
ぞ
み
の
力
湧
く

　
　
ホ
ン
ニ
　
ソ
ー
ダ
コ
テ
エ
　
ソ
ー
ダ
コ
テ
エ

　
　
　
コ
ネ
エ
カ
ノ
　
コ
ネ
エ
カ
ノ
　
川
西
へ

＼
ア
ー

ノ城
し
節
黒
松
の
色

ほ
ん
や
ら
ど
う
の
ぬ
く
も
り
に

ふ
れ
る
人
晴
細
や
か
に

松
葉
の
宿
の
湯
に
ひ
た
る

　
　
ホ
ン
一
一
　
ソ
ー
ダ
コ
テ
エ
　
ソ
ー
ダ
コ
テ
ェ

　
　
　
］
ネ
ェ
カ
ノ
　
コ
ネ
エ
カ
ノ
　
川
西
へ
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一一一

緑
少
団
歌
な
ど
も
作
詞

　
中
沢
先
生
は
、
五
十
八
年
か
ら
一
二

年
間
、
上
野
小
学
校
長
と
し
て
勤
務
。

今
春
、
三
条
・
須
頃
小
学
校
長
に
転

任
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
町
在
任
中
、
上
野
小
学
校
の
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

十
周
年
讃
歌
と
緑
少
団
歌
を
作
詞
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
山
野
田
住
宅
音

頭
を
作
っ
て
本
紙
で
発
表
し
た
こ
と

と
も
、
み
な
さ
ん
の
記
憶
に
新
し
い

と
こ
ろ
で
す
。

　
中
沢
先
生
の
話

　
上
野
小
学
校
在
任
中
に
、
山
野
田

住
宅
の
先
生
が
た
と
山
野
田
住
宅
音

頭
を
作
っ
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
今
回
も
そ
ん
な
軽
い
気
持
ち

で
応
募
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ち
ょ

う
ど
転
勤
な
ど
で
す
っ
か
り
忘
れ
て

い
ま
し
た
が
、
入
選
と
き
い
て
び
っ

く
り
し
て
い
ま
す
。

　
思
い
出
に
残
る
川
西
町
の
み
な
さ

ん
に
、
ち
ょ
う
ど
よ
い
置
き
土
産
が

で
き
た
と
喜
こ
ん
で
い
ま
す
。
い
つ

ま
で
も
み
な
さ
ん
か
ら
愛
唱
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

難
羅
難
’

幅
広
い
趣
味
で
親
し
み

　
市
村
先
生
は
、
五
十
九
年
か
ら
上

野
小
学
校
教
務
主
任
。
か
つ
て
千
手

小
学
校
に
長
年
勤
務
し
、
芦
の
芽
会

同
人
で
川
西
町
と
は
縁
が
深
い
。

　
作
曲
は
「
ど
じ
ょ
っ
こ
鮒
っ
こ
」

の
岡
本
敏
明
氏
に
師
事
。
教
育
音
楽

誌
上
の
合
唱
曲
ほ
か
校
歌
、
社
歌
、

青
年
学
級
歌
や
新
民
謡
で
は
、
豊
栄

小
唄
な
ど
多
数
作
曲
し
て
い
ま
す
。

　
合
唱
団
の
指
導
も
、
十
日
町
混
声

を
皮
切
り
に
七
団
体
に
及
び
、
三
十

数
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
　
市
村
先
生
の
話

　
子
供
も
大
人
も
歌
い
や
す
い
よ
う
、

音
域
が
あ
ま
り
高
く
な
ら
な
い
よ
う

に
配
慮
し
ま
し
た
。

　
一
般
的
に
「
音
頭
」
と
い
う
の
は
、

い
せ
い
が
よ
い
の
で
し
ょ
う
が
、
日

本
音
階
と
い
う
の
は
、
そ
ん
な
に
明

る
く
な
ら
な
い
の
が
普
通
で
す
。

　
そ
こ
で
、
少
し
は
は
ず
ん
だ
リ
ズ

ム
を
織
り
込
ん
で
み
ま
し
た
。
み
な

さ
ん
か
ら
明
る
く
歌
っ
て
い
た
だ
け

た
ら
幸
い
で
す
が
、
い
さ
さ
か
不
安

も
あ
り
ま
す
。

牌
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中沢松治作詞
市村俊一作曲

西音頭
月1

が

素朴に明るく

、」一100

罰
作

川西音頭の

　　　できるまで
ノ￥

● ○

o

9
● ●

いや　まふカ・くはる　はさ　んさ
初

o ●

●

● ● ●

一デ十　φ　澱　　りn　レ － 　　）｝μ，冷し ’、縁テ1ぎし【一うブナのみどりと

みるずぬしなのおおかわ　み
　臥、L　’ザ ナ

● ● σ ● ●

●

加

めぶ　くやしろの　　お　　お・け一や口　き　　　m一
V

● o
9

● ● ●

●

おけ一や二きおやしろのめぶ

コネェカノホン　ニ　ソ＿ダコ　テェソ　ーダ’コ　テエ

● ●

o ●

　本紙1月号で「川西音頭」の

作詞を募集。4月末日締切りま

でに、13編の応募作品が寄せら

れました。

　5月26日作詞審査委員5人
（太田長栄、水品リツ、須藤茂
一
、
中 条秀雄、市村俊一）から、

作者の氏名を伏せたまま審査。

3編を推せんしていただきまし

た。

　この3編を6月5日審査員そ
れぞれが多少の添削をして持ち

寄り、さらに審査し、2編にし

ぼりました。

　そして、この2編のうち町長

が選んだ1編が、中沢さんの作

品と決まりました。

わに　一し一へかコネェカノ

認拶年亀傘無

謬　 題
㌶
、
サ

ノ

記
念
式
典

総十
A一口旦
体日

育王

館）

町の鳥

◎
一
部
　
記
念
式
典
（
一
時
開
式
）

　
　
県
知
事
は
じ
め
町
外
来
賓
五
十

　
　
余
人
お
招
き
す
る
予
定
。

◎
二
部
　
町
民
の
つ
ど
い

　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
時
か
ら
）

　
川
西
音
頭
発
表

　
小
・
中
学
生
吹
奏
楽
披
露

　
　
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
収
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　
等
々

　
会
場
武
道
館
に
は
、
絵
画
、
書

　
道
な
ど
展
示
。

川
西
音
頭
テ
ー
プ
あ
っ
せ
ん

　
当
日
会
場
で
川
西
音
頭
の
テ
ー
プ

（
A
面
新
曲
、
B
面
伴
奏
の
み
）
を

実
費
（
八
百
円
程
度
）
で
お
分
け
し

ま
す
。
後
日
嘱
託
員
を
通
じ
て
注
文

も
と
り
ま
す
。

キジを

放つ

　
九
月
二
十
日
、
あ
い
に
く
の
雨
の

中
、
町
内
五
ヵ
所
の
会
場
か
ら
、
町

の
鳥
「
キ
ジ
」
を
二
百
五
十
羽
放
ち

ま
し
た
。

　
メ
ー
ン
会
場
の
元
町
、
な
か
ま
の

家
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
上
野
小
学
校
緑

少
団
員
と
、
な
か
ま
の
家
の
仲
間
た

ち
の
手
で
一
せ
い
に
放
た
れ
ま
し
た
。
、

緑化木苗木市

　　　へ　　　　　ハ
11月1日9：00～4：00

　総合体育館

メーン会場から飛びたつキジ

　
式
典
行
事
に
あ
わ
せ
て
、
県
国
土

緑
化
推
進
委
員
会
の
主
催
で
、
苗
木

を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
限
り
の
価
格
で
す
。
ご
利
用

く
だ
さ
い
。



””1”1””””19広報かわにし／昭和61年10月10日発行1”II”””5””ll”1””””””1”””ひ1”””””””1，””llll”””””””1”1””1””””1”””ll”””1””””””1”1””1””1”””ll””1”1【101””””ll”

下原須藤スイさん（明治31・4・19生）

◇
お
贈
り
し
ま
し
た
⇔

　
妻
丁
入
丁
入
丁
驚
丁

　
　
敬
老
祝
品

（
写
真
は
八
十
八
歳
の
訪
問
先
）

クさん（明治32・2・12生）下平新田上村イ

中央町南雲芳野さん（明治31・5・14生）

伊友星名イマさん（明治31・5・30生）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

老
人
福
祉
週
間
（
九
月
十
五
～
二
十
一
日
）
に

　
町
と
県
か
ら
長
寿
を
お
祝
い
し
、
七
十
五
歳
以

　
上
の
七
百
人
に
、
敬
老
祝
品
を
お
贈
り
し
ま
し

　
　
た
。
中
で
も
、
八
十
八
、
九
十
、
九
十
五
歳
の

　
　
　
二
十
二
人
に
は
、
九
月
十
五
日
、
町
長
が
各
家

　
　
　
　
庭
を
訪
問
し
、
手
渡
し
ま
し
た
。

根深丸山富吉さん（明治32・2・15生）

伊友羽鳥富太郎さん（明治32・3・15生）

　
先
月
十
五
日
、
長
岡
市
立
劇
場
で

開
か
れ
た
、
第
六
回
関
東
学
校
吹
奏

楽
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
県
立
川
西
高
等

学
校
吹
奏
楽
部
（
部
員
二
十
六
人
）

が
、
部
創
設
六
年
目
で
、
高
校
の
部
、

…
き
…
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
…
き

銅
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

♪

朴
角

［
　川高吹奏楽部

　関東学校吹奏楽コンテ

5『診銅賞を受賞

た
と
い
う
演
奏
曲
、
歌
劇
「
タ
ン
ク

レ
デ
ィ
」
序
曲
は
、
部
員
全
員
の
胸

に
、
い
つ
ま
で
も
響
き
わ
た
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
夏
休
み
も
返
上
し
て
猛
練
習
を
し
㎜

　
条
沢
田
沢
条
条
田
　
条
西
条
町
西
沢
条
西
沢
西
　
田
条
　
　
町
条
沢

　
　
　
　
　
　
　
　
南
　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
南
〃
日

　
中
水
吉
水
中
下
吉
　
中
川
中
十
川
田
下
川
水
川
　
吉
中
　
　
十
下
田

　
③
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
②
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
①
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

　
里
泉
子
子
浩
晴
子
子
美
子
幸
み
子
子
子
子
子
美
仁
子
代
保
行
子
美
子

　
麻
　
晶
幸
　
忠
美
裕
和
孝
俊
ず
津
和
保
智
暁
聡
尚
優
美
美
博
貴
直
智

　
　
　
　
　
　
　
由
　
　
　
　
い
美
　
奈
　
　
　
　
扶

　
藤
野
中
坂
島
藤
玉
部
川
鳥
身
口
木
木
越
井
山
中
巻
田
子
野
物
方
熊
岸

　
佐
高
田
保
大
近
児
阿
小
羽
尾
井
斉
山
生
富
村
田
藤
入
金
平
見
西
樋
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
ー
l
l
P
S
b
r
l
P
b
P
豆
S
b
l
h
b
l
h
r
l
l
P
S
l
l

　
一
f
C
C
t
b
t
h
C
t
t
t
C
a
t
C
e
t
C
e
h
f
C
t
a
f
C

ノ
　
　
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

塗
ミ
ミ
き
き
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
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9月20日千手小グランド

第17回小学校親善

　陸上大会結果

　左一1位　右一2位
　　　　　　　（3位以下省略）

　※印は同記録で同順位

●5年女子100M
丸山安紀子（橘）滋野文子（橘）

●5年男子同
星名弘文（伽渡辺　肇（ヒ野）

●6年女子同
大塚恵里（仔）黒嶋美雪（千手）

●6年男子同
　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ

高橋　修（干手）井川貴光（L野）

●5年女子800M
丸山安紀子（橘）押木昌子（仙田）

●5年男子1500M
南雲武幸（千手）丸山英紀（橘）

●6年女子800M
相馬里美（橘）片桐　恵（橘）

●6年男子1500M
柳　　浩次（秤）小林正樹（千手）

●5年女子400Mリレー
橘　A　　　　千手A
●5年男子同

千手A　　　橘　A
●6年女子同

千手A　　　橘　A
●6年男子同

上野　　　　橘
●5年女子走り幅とび

北村美貴（秤）野沢淳子（橘）

●5年男子同
南雲武幸（仔）茂野淳一（仙田）

●6年女子同
高橋奈央（仔）小林奈奈子（干手）

●6年男子同
柳　浩次（ 仔）星名　聡（ヒ野）

●5年女子走り高とび
　　　　　　　　平野真樹（千手）斉木由香（仙田）
　　　　　　　ぬ　　　　　　　木村まこと（橘）
　　　　　　　　　　　　　　　星野明子（仙田）

●5年男子同
　　　　　　　　　　　　　　　　 　

真明伸豪（秤）相崎文幸（ 仔）

●6年女子同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

大塚恵里（干手）中川輝美（橘）中川まり子橘）

●6年男子同
　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　
山岸智和汗手）北村直也（干手）田村真一（干手）

（9月1日現在）

氏　　名 町内名 屋　号

助
路
工
門
屋
郎
松
与
原
郎
蔵
年
吉
林
工
　

屋
門
助
助
中
助
路
宅
蔵
宅
門
　

屋
屋
助
　

門
衛
店
門

㌘
謹
獣
畑
音
沢
杉
畑
文
仙
幸
蔽
浦
角
肝
『
甚
小
新
源
轟
　
蒙
粂
後
窯
鵬
麹

倉
町
島
田
兼
山
町
田
島
友
島
田
瀬
立
脇
倉
町
瀬
谷
落
野
吉
友
原
友
深
倉
町
野
領
町
倉
田
友
寺
谷

白
　
　
鴫
郎
　
校
鞠
　
　
　
鴫
　
　
　
白
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
　
　
　
校
　
隔
　
善

大
上
木
新
四
坪
学
下
室
伊
室
新
岩
沖
小
大
学
岩
赤
木
上
鶴
伊
下
伊
根
大
栄
上
三
学
高
新
伊
東
赤

モ
ラ
ワ
蔵
ト
ウ
吉
蔵
松
郎
吉
キ
吉
吉
作
吉
ノ
ウ
イ
松
治
則
ヨ
イ
マ
吉
子
治
作
治
作
市
ツ
イ
メ
ノ

ソ
ク
ト
千
モ
ヤ
藤
由
廣
三
文
ト
國
壮
周
重
コ
カ
ノ
福
勘
重
チ
ス
イ
寅
力
政
米
直
治
孫
ミ
セ
ム
P

村
井
部
山
雲
鰍
　
・
山
騰
田
品
川
澤
木
生
橋
坂
村
鳥
村
村
名
藤
名
山
村
林
村
橋
木
橋
山
間
御

中
酒
阿
若
南
高
柳
沢
米
羽
増
水
小
柄
斎
桐
高
登
田
羽
田
田
星
須
星
丸
中
小
上
高
斎
高
若
櫃
宮
長

生年月日

明治

24・8・25

26・4・II

27・7・21

　10・15

　12・2

28・2・10

　4・4

　9・25

　12・6

29・1・10

　2・15

5・5

6・22

8・28

9・28

10・14

11・20

30・2・10

　4・19

　il・15

　12・14

31・1・8

　2・5

　4・19

　5・30

32・2。15

5・11

6・23

7・27

”・l

l1・20

33・2・19

　4・1

　5・9

　5・28

　8・28

年齢 番付

綱
関
同
脇
同
結
同
頭
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1

2
1
3
1
4
1
5
両
2
3
4
5
6
7
8
9
1

0
1
1

2
1
3
1
4

横
大
　
関
　

小
　
前
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

95

93

92

引
〃
〃
〃
9
0
〃
〃
〃
〃
〃
〃
89
〃
〃
〃
〃
8
8
〃
〃
〃
〃
〃
訂
〃
〃
〃
86
〃
〃
〃
〃
〃
〃

氏　　名　町内名 屋　号生年月日年齢

丸山周作原　田

五十川キン沖　立

柄澤紋治　〃

小川駒治岩　瀬

星名佐藤治上　野

高橋豊治高原田

小林カネ中仙田

小島クニ新町新田

和久井イト木　落

上村キヨ上　野

須藤軍平下　原

田村チカ赤　谷

市川イト中島町

白井セイ寺　尾

小海ソキ上　野

平野キイ上　町

村山庄／高原田

北村クメ山野田

米山サク室　島

宮　　奉山野田

村山スイ伊　友

高橋義弘高倉
井川ツユ新町新田

南雲芳　中央町

上村イク下平新田

羽鳥富太郎伊　友

須藤トク原　田

小林トキ新町新田

渡邊イト上　野

野上ヤス東善寺

藤巻リセ下　原

星名ハマ木　島

中条チイ仁　田

村山シマ新町新田

市川トウ田中町

長谷川理久治大白倉

　　　　』

方
衛
。
瑚
名
助
郎
場
七
八
私
エ
屋
屋
清
鵬
端
や
凶
屋
郎
屋
浦
屋
屋
官
端
助
佐

　
兵
　
艦
　
　
五
　
　
　
わ
兵
　
白
、
蝋
道
り
鼠
日
、
二
め
　
盤
美
　
　
　
郎

上
六
栄
治
星
音
兵
橋
勘
又
き
久
勇
新
4
平
街
く
治
朝
治
あ
東
常
芳
左
堤
源
智

明治

25・1・27

26●11●19

27・10・I

　lO・20

　12・ll

28・3・1

　6・10

　11・18

　i2・24

29・1・13

　4・15

30・1・23

　4・1

　7・20

　12・9

　12・16

31・1・25

　3・7

　5・14

32・2・12

　3・15

　5・16

　7・18

　9・20

4
2
1
”

9
0
》
9

〃

zノ

ノノ

90

zノ

〃
〃

5・30〃

6・29〃

9・2189

9・30〃

10・24〃

　　〃

　　〃

　　〃

　88
　　！ノ

日　　囚，　K二 iフ　　　）

00

久野屋 ll・9 〃

三　　助 12・6 〃

星名屋 33，3・5 〃

三　　助 5・6 〃

若の屋 5・12 Zノ

上 8・13 〃

甚年の窮寺 8・25 〃

〃
　
〃
　
〃
訂
〃
　
〃
　
〃
8
6
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数
藤
氏
と
須
藤
氏

　
数
藤
氏
の
祖
は
、
数
藤
ウ
ネ
メ
と

　
　
　
　
ひ
め

ミ
ヨ
シ
野
媛
の
御
二
方
か
ら
出
て
い

る
。　

の
ち
に
立
家
し
た
須
藤
氏
は
、
文

徳
帝
の
御
内
で
あ
る
大
納
言
貫
盛
の

　
　
　
　
　
え
い

子
で
あ
る
。
喬
の
須
藤
河
内
守
は
、

寿
永
二
八
八
二
－
八
五
）
の
こ
ろ

源
氏
と
結
ん
で
平
家
の
討
伐
に
加
わ

っ
た
。

　
こ
の
子
孫
が
、
応
永
年
間
（
二
二

九
四
～
一
四
八
二
）
に
ゆ
え
あ
っ
て

数
藤
姓
に
復
し
、
後
年
は
橘
の
下
原

に
定
住
し
、
ふ
た
た
び
須
藤
姓
を
名

乗
っ
て
い
る
。

　
野
口
と
野
沢
家

　
文
治
三
年
（
一
一
八
七
）
に
、
源

義
経
が
兄
頼
朝
に
追
わ
れ
て
奥
州
へ

下
向
し
た
さ
い
、
お
供
の
一
人
に
野

口
三
河
守
乗
保
と
い
う
人
物
が
い
た
。

主
従
が
柿
崎
ま
で
来
た
と
き
、
足
の

病
い
で
動
け
な
く
な
っ
た
乗
保
は
、

義
経
に
養
生
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
て

現
地
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
翌
年
、
義
経
の
自
害
を
知
っ
た
乗

保
は
、
追
手
を
逃
れ
て
流
浪
の
末
に

橘
へ
来
て
定
住
し
た
。
乗
保
の
喬
は

野
口
姓
を
名
乗
り
、
そ
の
土
地
は
だ

れ
か
ら
と
も
な
く
野
口
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
永
録
元
年
（
一
五
五
八
）
に
小
千

谷
の
大
割
元
の
野
沢
従
平
太
兵
衛
を

婿
養
子
に
迎
え
た
と
き
に
野
沢
と
改

め
、
以
後
は
、
子
孫
が
こ
の
姓
を
唱

え
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縮
澗

現
在
の
野
沢
家

．
纏轍

仙
田
の
御
旗
と
長
五
郎

　
室
島
の
川
崎
氏
の
祖
は
長
五
郎
で
、

当
主
の
貞
治
氏
は
四
十
六
代
目
に
当

た
る
。
天
台
宗
や
真
言
宗
が
伝
わ
っ

た
こ
ろ
仙
田
の
谷
へ
入
り
、
代
々
の

祖
が
行
者
や
山
伏
に
な
っ
て
山
岳
仏

教
を
広
め
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゃ
く
じ
ょ
う
ほ
ら
が
い

　
同
家
に
は
、
伝
来
の
錫
杖
や
洞
貝

じ
ゅ
ず
　
　
ご
ふ

数
珠
、
護
符
な
ど
の
ほ
か
、
上
杉
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゃ

代
に
使
っ
た
と
思
わ
れ
る
寒
冷
紗
の

旗
や
古
い
書
付
け
が
残
っ
て
い
る
。

色
あ
せ
た
和
紙
に
消
え
か
け
た
文
字

を
、
現
代
の
こ
と
ば
で
お
よ
そ
次
の

よ
う
に
解
読
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
一
番
の
露
払
い
は
高
田
の
町
、

遙
か
に
先
に
行
く
も
の
。
新
井
か
ら

入
り
、
関
山
の
本
陣
へ
揃
う
こ
と

（
中
略
）
室
島
の
御
旗
は
大
事
の
御

印
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の
書
出
し
は
越

後
謙
信
公
の
直
筆
、
こ
の
ぐ
の
品
、

も
う
ひ
と
2
口
同
田
の
春
日
神
社
に
あ

り
」
。他

人
の
土
地
を
踏
ま
ず

　
上
新
井
村
の
関
口
家
は
大
地
主
で
、

字
御
籠
島
か
ら
渡
船
場
を
越
え
て
十

日
町
へ
行
く
に
も
、
人
様
の
地
所
を

踏
ま
な
く
て
よ
か
っ
た
ほ
ど
の
繁
栄

ぶ
り
で
あ
っ
た
。

　
も
と
も
と
、
上
新
井
が
裕
福
で
身

上
の
良
か
っ
た
事
実
は
、
明
治
二
十

二
年
（
一
八
八
九
）
ま
で
吉
田
の
鉢
、

中
平
、
明
ケ
山
、
樽
沢
の
四
集
落
が
、

上
新
井
の
枝
村
で
あ
っ
た
こ
と
で
わ

か
る
。

　
赤
谷
の
開
祖
久
助
も
た
い
そ
う
な

資
産
家
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
、
十
日

町
か
ら
嫁
を
迎
え
た
と
き
、
対
岸
の

島
か
ら
「
他
人
の
土
地
踏
ま
ず
」
に

嫁
御
が
来
た
と
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

源
助
と
佐
助
の
新
田
開
発

　
下
平
新
田
の
清
水
氏
は
、
祖
を
源

助
と
い
い
、
越
中
国
富
山
城
主
の
家

臣
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
あ
っ
て
城
を
離

れ
、
身
を
上
野
に
潜
め
て
下
平
で
開

こ
ん
し
た
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
元
和

の
末
か
ら
寛
永
の
な
か
ば
二
六
二

四
～
三
四
）
に
か
け
て
九
十
余
地
に

水
田
を
得
、
い
つ
し
か
集
落
を
形
成

し
て
下
平
新
田
と
名
付
け
ら
れ
た
。

　
新
町
新
田
の
内
山
氏
は
、
祖
を
佐

助
と
い
い
、
頸
城
郡
小
猿
屋
村
（
上

越
市
）
の
人
で
あ
っ
た
。

　
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
～
四
四
）

に
上
野
の
北
方
へ
来
て
定
住
し
た
。

荒
れ
地
を
開
こ
ん
し
て
軌
道
に
の
り

家
数
も
十
七
戸
ま
で
増
加
し
た
。
天

和
の
き
き
ん
で
多
く
の
死
者
が
出
、

一
時
は
六
戸
に
ま
で
減
少
し
た
こ
と

も
あ
っ
た
。
元
隷
時
代
に
な
っ
て
再

　
　
　
　
　
　
ま
き
　
　
ま
ぐ
さ

び
繁
栄
し
て
、
薪
や
秣
に
不
足
し
、

仙
田
村
や
信
濃
川
東
岸
の
村
々
か
ら

刈
り
取
り
の
山
を
ゆ
ず
り
受
け
た
。

ρ

黒
島
村
と
小
海
氏

　
友
重
の
放
水
路
の
あ
た
り
に
、
沖

立
に
属
し
た
黒
島
と
い
う
村
が
あ
っ

た
。
レ
兀
腺
七
年
（
一
六
九
四
）
の

む
ら
カ
が
み

「
村
鑑
」
に
よ
る
と
高
三
斗
八
合
を

数
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
信
濃
川
の
た
び
重
な
る

大
洪
水
で
居
住
で
き
な
く
な
り
、
吉

田
の
鉢
や
明
ケ
山
、
下
条
の
原
、
川

口
の
山
の
相
川
な
ど
に
分
散
し
て
住

ん
だ
。
尾
身
姓
で
あ
っ
た
が
、
明
治

以
後
は
小
海
の
二
字
を
用
い
て
い
る
。

　
橘
に
田
中
兄
弟

　
寛
保
（
一
七
四
一
～
四
四
）
の
こ

ろ
、
高
田
城
主
榊
原
政
永
の
臣
で
あ

っ
た
二
人
の
兄
弟
が
、
世
を
は
ば
か

り
真
人
の
干
溝
家
へ
立
ち
寄
っ
た
。

田
中
の
姓
を
も
ら
い
、
兄
の
又
左
衛

門
は
下
原
に
、
弟
の
嘉
兵
衛
は
仁
田

に
落
着
き
百
姓
に
な
り
永
住
し
た
。

新町新田三差路
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去
年
秋
、
越
ケ
沢
部
落
が
長
い
歴

史
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
今
春
、
同

所
出
身
者
が
集
ま
っ
て
閉
村
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
席
で
川
崎
さ
ん

が
自
作
の
「
ふ
る
さ
と
の
う
た
」
を

披
露
し
ま
し
た
。
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
難
縫
爾
暇
翻

　域・冷・●・

　三1鞍

　き磧3
　㌔●●P・■

』レ♂

　　し、

　　け

　　、、
　　’‘ご：ヱ

　　●o●●●
　●：●、÷㌔

　1；概
　＝●、・●9・9

」≧、

　　ろ

　　ヴ
　　、

　　ど

　　聞鑑：三
　　．く聖：真

　　，・●．●、

　　塾蓄：

　　鳶
　、

　　ん

　、で轟
　・＝・・7：

！、餓系・

・罎：兜：f

越ケ沢の世帯数と人口の推移

45年10月38世帯163人
　50　　10　　　　　19　　　　　　69

　55　　10　　　　　12　　　　　　48

　56　　10　　　　　11　　　　　47

57　10　　　7　　　　30
58　10　　　7　　　　29
59　10　　　5　　　　13
60　10　　　2　　　　　6

　〃　11　　　1　　　　4
　〃　12　　　一　　　　一

長
岡
市

　
川
崎
富
雄
さ
ん

　
　
　
　
　
（
越
ケ
沢
出
身
）

ふ
る
里
の
う
た

一
　
ト
ン
ネ
ル
過
ぎ
れ
ば

　
前
田
の
田
圃
や

　
林
道
の
ぼ
れ
ば

　
　
一
望
千
里
に

　
あ
・
ア
越
ケ
沢

二
　
祭
り
ば
や
し
は

　
　
お
み
こ
し
渡
御
で

　
　
笛
と
太
鼓
で

　
　
老
い
も
若
き
も

　
　
あ
・
ア
越
ケ
沢

三
　
時
代
の
流
れ
は

　
　
国
道
が
通
っ
て

　
　
昔
偲
ん
で

　
　
永
久
に
幸
あ
れ

　
　
あ
・

桂
平
団
地

沢
尻
の
道

峠
の
村
よ

山
波
見
え
る

ふ
る
里
が
あ
る

　
　
　
ふ
る
里
が
あ
る

あ
の
諏
訪
祭
り

一
夜
を
明
か
す

音
に
ぎ
や
か
に

皆
楽
し

ふ
る
里
が
あ
る

　
　
　
　
ふ
る
里
が
あ
る

ア
誰
に
も
故
郷
が
あ
る

月
日
と
共
に

流
れ
が
変
る

明
る
く
生
き
る

村
人
よ

　
　
　
　
故
郷
が
あ
る

三．舞，1泰1．養1継妻、欝．1：蟻難耀套麗懸羨翻1禦毒懸：妻：嚢1灘欝1蕪1無辮難．欝撫茎箋、馨癬

千
手
小
の
花
壇

干’手小

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
で

最
優
秀
賞

　
九
月
二
十
二
日
第
十
九
回
花
い
っ

ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
（
あ
し
た
の
新
潟

県
を
創
る
運
動
協
会
ほ
か
主
催
）
で

千
手
小
学
校
が
、
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
同
校
で
は
、
五
十
七
年
度
か
ら
五

年
続
け
て
参
加
。
優
良
賞
と
優
秀
賞

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
最
高

の
最
優
秀
賞
に
輝
や
き
、
三
賞
の
す

べ
て
を
受
賞
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
今
年
は
、
県
自
治
活
動
賞
に

も
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
に
輝
く

　
全
校
児
童
が
一
人
一
鉢
運
動
を
行

い
、
豪
雪
の
冬
期
間
も
校
内
か
ら
花

を
絶
や
さ
な
い
努
力
が
実
っ
た
も
の

で
す
。

　
審
査
委
員
か
ら
「
学
校
、
P
T
A

の
連
携
が
う
ま
く
い
っ
て
る
よ
う
で
、

教
育
上
効
果
を
上
げ
て
い
る
の
が
わ

か
る
」
　
「
花
づ
く
り
は
．
厳
冬
期
に
下

地
を
作
ら
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、

寒
冷
地
で
よ
く
こ
こ
ま
で
素
晴
ら
し

い
花
壇
を
作
り
上
げ
た
も
の
だ
」
と

称
賛
さ
れ
ま
し
た
。

川西町の義酷は394
　事業所統計調査が、7月1日現在で全国いっせ

いに実施されました。

　川西町の民営事業所数（概数）を次のとおり発

表します。

（単位：事業所）

地区名 昭和60年
調査（概数）

昭和57年
　調査

比　　較

千　　　手 180 197 △　17

上　　　野 86 83 3

橘 71 67 4

仙　　　田 57 71 △14

計 394 418 △24

※今回発表の概数は、後に総務庁が公表する数字

と相違することがあります。
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⑳⑦㊦、

霞
，．一樽電の　、一
ノ　　　・あ咲0りせ

試　10月30日（木）Am8時～11時30分

毒　　中仙田の一部、赤谷、岩瀬、

11。論（繍鵬欝

＼畿識轟巌盤細ノ

心配ごと相談
10月15日（水）・一克雪センター

　　22日（水）…・・総合センター

　　29日（水）・・…　　　〃

11月5日（水）・・元町集落センター

　　12日（水）…・・公民館橘分館

　※時間は午後1時～3時です。

　　9月の交通事故発生件数
　　　　　　　　　　累計

　　件　数3（2）24（1㊦

傷者3（3）34㈲
　　死者0（0）0（0〉
　　O内は前年同月の件数

　行政相談
10月12日（日）公民館橘分館

　　15日（水）克雪センター

　　18日（土）総合センター

いずれも午後1時～3時です。

　恋　i
＿の　i

福グi
騒i凝そ

アンデパンダン展開催

　川西町美術協会では、次の日

程で第12回アンデパンダン展を

開きます。たくさんの出品とご

観覧をお願いします。

◎日時11月15日（土）

　　　　　9：00～20：00

　　　　　　　16日（日）

　　　　　9：00～16：00

◎場　所　総合センター

◎展示絵画、書道、写真の
　　　　　各部門

◎作品搬入　11月13日（木）

　　　　　　9：00～19：00

秋
の
夜
長
は

読
書
で
す
一

　
1
0
月
2
7
日
～
n
月
9
日

は
読
書
週
間
で
す
。
総
合
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
設
置
さ
れ
て

い
る
公
民
館
図
書
が
、
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　この機会にどうぞ
　　　　　　　　　　　　　　　　
合併30周年記念たとう

　特製台紙に、町の花「山ゆり」

町の鳥「きじ」、それに「水ば

しょう」の切手を組合わせたも

のに「千手（特製記念日付印）」

「上野」　「橘」　「仙田」の各郵

便局の日付印を押印してありま

わかち蠕ヲ

4羽根共同募金

　　　10月1日～12月31日

坪
山
高
橋
悦
子
さ
ん

1
出
会
い
1

　
東
京
の
同
じ
職
場
に
勤
め
て
い
た

の
に
、
半
年
間
お
互
い
に
顔
も
名
前

も
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
職
場
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
の
練
習
を
し
て
い
て
た
ま
た
ま
彼

の
存
在
を
知
っ
た
の
で
す
。
ア
ラ
ッ

！
私
の
職
場
に
も
こ
ん
な
ヵ
ッ
コ
イ

イ
、
頼
も
し
い
素
敵
な
人
が
い
た
の

か
し
ら
…
と
心
は
ず
む
思
い
で
し
た
。

練
習
中
に
何
故
か
私
の
と
こ
ろ
に
強

力
な
“
ア
タ
ッ
7
を
決
め
て
く
る

の
で
ウ
ー
ン
、
こ
れ
は
と
気
付
き
、

そ
の
後
ス
ポ
ー
ッ
を
通
じ
自
然
に
親

し
く
な
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

1
川
西
町
に
嫁
い
で
1

生
ま
れ
育
っ
た
所
は
福
島
の
会
津

で
、
雪
は
例
年
一
メ
ー
ト
ル
余
り
降

り
ま
す
の
で
そ
の
点
雪
に
は
驚
き
ま

せ
ん
。
向
う
の
冬
は
寒
く
て
大
変
で

す
が
川
西
は
雪
が
積
っ
て
し
ま
う
と

割
合
暖
か
い
の
で
過
し
易
い
で
す
。

雪
堀
り
を
二
年
経
験
し
て
み
ま
し
た

が
あ
の
作
業
は
体
力
つ
く
り
に
い
い

よ
う
で
す
ね
。
体
を
動
か
す
の
が
大

好
き
な
の
で
勤
め
の
合
い
間
に
ち
ょ

っ
と
田
ん
ぼ
の
手
伝
い
も
す
る
ん
で

す
よ
、
ふ
っ
フ
ッ
。

1
若
い
層
に
望
む
こ
と
ー

　
マ
マ
層
を
含
め
て
若
い
人
た
ち
が

う
ち
に
引
っ
込
ん
で
い
る
よ
う
な
感

じ
が
し
ま
す
ね
。
私
自
身
も
愛
児
会

く
ら
い
に
し
か
出
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

ス
ポ
ー
ッ
や
お
し
ゃ
べ
り
す
る
こ
と

が
大
好
き
な
の
で
い
ろ
ん
な
機
会
を

利
用
し
出
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
若
い
人
達
の
交
流
の
場
が
な
い
み

た
い
で
す
け
ど
…
。
ス
ポ
ー
ツ
等
の

サ
ー
ク
ル
が
あ
れ
ば
積
極
的
な
活
動

が
出
来
ま
す
し
、
カ
ッ
プ
ル
も
生
ま

れ
や
す
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ー
家
庭
相
談
係
）

　
　
　
翻

諄
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出息
姜
口

次
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

圃
一
般
寄
付
金

＊
龍
巳
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
　
（
中
仙
田
）

　
か
ら
五
千
五
百
四
十
八
円

◎
広
報
発
行
に

＊
富
井
末
さ
ん
（
市
川
市
）
か
ら
、

　
一
万
円

＊
室
岡
倉
二
さ
ん
（
流
山
市
）
か
ら

　
一
万
円

＊
登
坂
力
さ
ん
（
浦
和
市
）
か
ら
、

八
千
円

＊
望
月
ア
イ
子
さ
ん
（
一
宮
市
）
か
ら

　
一
万
円

囹
社
会
福
祉
協
議
会
に

＊
柄
沢
一
也
さ
ん
（
東
京
）

千
四
百
四
十
円

＊
松
本
幸
子
さ
ん
（
東
京
）

　
一
万
円

＊
千
手
ス
タ
ン
プ
会
か
ら
、

プ
一
万
円
相
当

か
ら
、

か
ら
、

ス
タ
ン

　
長
野
県
西
部
地
震
（
五
十
九
年
九

月
十
四
日
発
生
）
で
、
未
曾
有
の
災

害
に
襲
わ
れ
た
同
県
木
曾
郡
王
滝
村

罪
珊
難
舞
綿
画

　
そ
の
災
害
記
録
と
も
い
う
べ
き
本

書
に
、
災
害
の
恐
し
さ
を
知
る
と
同

時
に
、
見
事
復
興
し
た
村
の
よ
う
す

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

王滝村から贈られた本

千
手
婦
人
会
か
ら

　
　
図
書
券
寄
贈

　
今
年
三
月
末
日
解
散
し
た
千
手
地

区
婦
人
会
（
当
時
小
林
ト
シ
会
長
）

か
ら
図
書
券
四
万
千
円
相
当
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
こ
の
図
書
券
を
千
手
小

P
T
A
設
置
の
「
草
の
根
文
庫
」
か

ら
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。

＊
退
職
　
九
月
三
十
日
付

丸
山
惣
吉
（
住
民
課
長
補
佐
）

り
鱒
リ
ー
マ
ン
の

奥
さ

ん
の
年
金

　
奥
さ
ん
も
全
員
国
民
年
金
に

　
今
年
の
四
月
か
ら
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
奥
さ
ん
は
、
全
員
（
二
十
歳
以

上
六
十
歳
未
満
の
人
）
国
民
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
、

奥
さ
ん
名
義
の
年
金
を
も
つ
こ
と
に

な
り
ま
す
。
　
（
こ
れ
を
「
第
三
号
被

保
険
者
」
と
い
い
ま
す
）

　
保
険
料
は
、
ご
主
人
の
加
入
し
て

い
る
厚
生
年
金
、
各
種
共
済
組
合
か

ら
、
年
金
の
支
払
い
に
必
要
な
額
が

ま
と
め
て
支
払
わ
れ
ま
す
。
今
ま
で

の
よ
う
に
保
険
料
を
個
別
に
納
め
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　
（
ご
主
人
の

第3号被保険者

扶
養
の
場
合
に
限
り
ま
す
）

　
し
か
し
、
ご
主
人
が
定
年
等
で
退

職
し
た
後
は
、
奥
さ
ん
は
六
十
歳
に

な
る
ま
で
、
今
ま
で
の
よ
う
に
国
民

年
金
に
加
入
し
、
個
別
に
保
険
料
を

払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
年
四
月
以
前
か
ら
国
民
年
金
に

任
意
加
入
し
て
い
る
人

　
そ
の
加
入
期
間
（
保
険
料
払
込
済

期
間
）
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
金
額

に
算
入
さ
れ
ま
す
。
任
意
加
入
の
期

間
が
長
け
れ
ば
長
い
ほ
ど
、
年
金
額

は
多
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
民
年
金
の
ほ
か
に
、
厚

生
年
金
、
各
種
共
済
組
合
に
加
入
し

て
い
た
実
績
が
あ
れ
ば
、
六
十
歳
か

チう
（
）

4

サラリーマンの奥様（専

業主婦）で20歳以上60歳

未満の人

　
ヤ～

く
し

　
ノ

ら
老
齢
厚
生
年
金
が
支
給
さ
れ
、
国

民
年
金
分
の
老
齢
基
礎
年
金
は
六
十

五
歳
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
振
替
加
算
制
度

　
今
ま
で
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し

な
か
っ
た
人
は
、
保
険
料
を
納
め
て

い
な
い
の
で
、
今
度
強
制
加
入
に
な

っ
て
も
、
加
入
期
間
が
短
く
年
金
は

少
額
と
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
奥
さ
ん
が
六
十
五
歳
に

な
っ
た
時
点
で
、
加
給
年
金
相
当
額

と
し
て
奥
さ
ん
の
年
齢
に
応
じ
た
額

を
、
奥
さ
ん
自
身
の
老
齢
基
礎
年
金

の
額
に
振
替
え
て
加
算
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

んけ
た
方
で
、

さ
ん
の
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
る
と

思
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

　
新
し
い
制
度
の
厚
生
年
金
、
共
済

年
金
で
は
、
奥
さ
ん
が
い
て
も
独
身

で
も
保
険
料
は
変
り
ま
せ
ん
。
ご
主

人
の
加
入
す
る
厚
生
年
金
や
共
済
年

金
が
、
制
度
全
体
と
し
て
負
担
す
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
誤
解
で
す
！

ご
主
人
の
給
料
か
ら
奥
さ
ん
の

保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
部
に
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ

（
第
三
号
被
保
険
者
）
と
し
て
届

　
　
　
ご
主
人
の
給
料
か
ら
奥
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小
腸
と

大
腸
の
働
き

　
小
腸

　
小
腸
は
、
空
腸
と
回
腸
に
分
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
内
壁
は
、
横
に
輪
状

の
ヒ
ダ
が
あ
り
、
こ
の
状
態
の
長
さ

は
二
～
三
メ
ー
ト
ル
、
ヒ
ダ
を
伸
ば

す
と
六
～
七
メ
ー
ト
ル
に
な
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ヒ
ダ
の
中
は
、
無
数

　
じ
ゅ
も
う

の
絨
毛
と
よ
ば
れ
る
粘
膜
の
突
起
で

お
お
わ
れ
、
絨
毛
の
表
面
は
、
栄
養

素
の
吸
収
細
胞
が
あ
り
、
こ
こ
で
栄

養
素
を
吸
収
し
て
い
ま
す
。

　
食
物
は
口
で
か
み
砕
か
れ
、
胃
と

十
二
指
腸
で
消
化
液
と
ま
ぜ
合
わ
さ

れ
た
も
の
が
、
も
う
一
度
腸
の
ヒ
ダ

と
ぜ
ん
動
運
動
に
よ
っ
て
こ
ね
回
さ

れ
、
吸
収
し
や
す
い
状
態
に
消
化
さ

れ
ま
す
。

　
糖
質
は
ブ
ド
ー
糖
に
、
た
ん
白
質

は
ア
ミ
ノ
酸
に
、
脂
肪
は
中
性
脂
肪

に
、
そ
れ
ぞ
れ
栄
養
素
と
し
て
始
め

て
血
液
中
に
吸
収
さ
れ
、
体
の
各
部

　
　
　
　
　
　
　
　
臓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
管
　
　
・

　
　
　
胃
・
『
・
、
、
‘
　
す
　
『
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

食道

月干臓

暁

＄▼『ニマ駆

分
に
分
配
さ
れ
ま
す
。

　
大
腸
（
結
腸
と
も
い
う
）

　
大
腸
の
働
き
の
第
一
は
、
水
の
吸

収
と
電
解
質
（
主
と
し
て
ナ
ト
リ
ウ

ム
）
の
吸
収
で
す
。
大
腸
の
内
容
物

の
九
〇
％
は
水
分
で
す
。
固
形
物
は

未
消
化
の
繊
維
と
少
量
の
た
ん
白
質
、

脂
肪
で
、
大
腸
通
過
中
に
ど
ろ
ど
ろ

の
内
容
物
は
、
半
固
形
の
便
と
し
て

直
腸
内
に
押
し
進
め
ら
れ
、
た
ま
る

と
そ
の
反
応
で
便
意
を
感
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
大
腸
内
は
無
数
の
細
菌
で

消
化
が
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

菌
は
主
に
、
乳
酸
菌
（
善
玉
）
と
大

腸
菌
（
悪
玉
）
が
代
表
で
す
。
腸
内

で
悪
玉
菌
が
勝
て
ば
、
下
痢
、
腹
痛

を
起
し
ま
す
。

　
最
近
、
食
生
活
の
欧
米

化
で
大
腸
ガ
ン
が
増
え
て

い
ま
す
。
血
便
、
便
秘
、

下
痢
等
い
つ
も
と
様
子
が

変
わ
っ
た
ら
早
目
に
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

空
腸

．
璽

』

’

　　　　　下行結腸
＼
S字オ犬結月易

，
・
p

　　κ　■　　　－　』▼観
　　　　’ノー　　8

　　　　　　　　ヤ　　じのヤ

梶し～，怒
萌
．

に

　　　　　　　　鵠

　　　　　　　　肛門

衡瞼臨翻螺

叢
舞職舞嚇

デ
犠
§
§
き
き
骸
き
駄

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

　
　
さ
　
よ
　
こ

相
崎
沙
代
子

　
　
　
な
お
み

小
林
直
美

　
　
　
と
よ
み

廣
田
豊
美

　
　
　
ま
こ
と

丸
山
　
　
真

　
　
　
　
け
ん

田
口
　
　
憲

　
　
こ
う
た
ろ
う

羽
鳥
宏
太
郎

野
澤

芳
則
　
二
女
　
ド
平
新
田
　
貴
田

肚
一
長
女
木
島
渡
邊

敏
之
長
女
沖

帽
筑
・

　誇

岬じ

壇
立

太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

○
建
前
の
ク
レ
ー
ン
高
し
天
高
し

棟
上
げ
の
祝
ぎ
の
餅
撒
く
天
高
し

秋
茄
子
の
添
木
傾
ぎ
て
小
粒
な
る

魚
沼
の
山
々
の
壁
霧
動
く

　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
正
夫

桐
の
実
や
雨
雲
重
く
の
し
か
・
り

　
コ
ス
モ
ス
に
花
嫁
ご
寮
送
り
出
す

産
卵
の
蟷
螂
し
ば
し
見
て
お
り
ぬ

草
の
穂
に
松
虫
す
め
る
月
今
宵

　
　
　
　
　
　
野
口
野
沢
寅
生

　
倒
れ
た
る
ま
・
な
る
蕎
麦
の
花
ざ
か
り

霧
の
野
や
堆
子
放
鳥
の
札
た
ち
ぬ

白
萩
を
咲
か
せ
て
古
き
開
業
医

　
二
二
坪
胡
麻
畑
あ
り
な
つ
か
し
き

　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

稲
架
の
面
を
と
び
ゆ
く
秋
の
蝶
白
し

明嚢裕馨康ぢ
子こ明嚢一逡

政
夫
長
男
木
落
　
　
た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

信
雄
二
男
木
落

宏
史
長
男
中
央
町

（
繍
騨
織
譜
臨

勝
美
長
男
野
口

道
雄
二
男
伊
友
　
昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

重
義
長
女
仁
田

人
々
に
四
尺
花
火
の
成
功
す

稲
屑
の
火
の
や
わ
ら
か
く
燃
え
残
る

稲
刈
機
吹
き
出
す
藁
の
小
刻
み
に

　
　
　
　
　
　
三
領
高
橋
た
か
し

朝露の

払
え
る
ま
で
の
菜
を
間
引
く

暮
れ
な
ず
む
藁
焼
く
煙
り
真
す
ぐ
に

桐
一
葉
音
カ
サ
と
し
て
舞
い
落
つ
る

炉
開
き
に
四
五
人
招
き
後
の
月

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

か
や
の
葉
を
ゆ
ら
し
か
ま
き
り
身
構
へ
り

朝
寒
や
電
話
の
ベ
ル
の
高
き
音

ひ
ろ
！
￥
と
水
澄
み
初
め
し
い
わ
し
雲

　
　
　
　
　
　
室
島
米
山
米
峰

山
頂
の
送
電
塔
や
秋
晴
る
・

小
き
ざ
み
に
羽
根
ゆ
り
と
ま
り
赤
と
ん
ぼ

世
の
よ
ご
れ
歎
き
仰
ぐ
や
天
の
川

　
　
　
　
　
中
仙
田
左
木
人

独
り
寝
の
せ
ま
く
も
窓
の
寝
待
月

大
い
な
る
夕
日
を
背
に
稲
を
刈
る

草
の
花
手
に
採
り
た
み
て
下
校
の
子

　
　
　
　
　
八
王
子
田
中
ひ
さ

葉
の
陰
に
紅
を
刷
き
た
る
椿
の
実

郷
里
へ
向
く
長
蛇
の
車
孟
蘭
盆
会

丸
山
く
に
子
　
　
中
屋
敷

茂
野
　
ミ
イ
　
　
藤
　
沢

七三
三〇

　
　
初
心
者
講
座
③

　
『
多
く
作
っ
て
無
駄
を
省
く
』

　
感
動
し
た
こ
と
、
ひ
ら
め
い
た
こ
と
、
写

生
の
一
言
片
句
は
そ
の
時
書
き
留
め
て
お
く
。

又
、
こ
れ
ら
の
語
句
を
十
七
字
に
し
て
口
づ

さ
ん
で
み
る
。
季
節
の
感
じ
を
種
々
の
形
に

ま
と
め
て
み
る
。
句
帳
と
い
う
の
は
大
低
句

材
の
羅
列
に
な
る
も
の
だ
。
そ
の
一
つ
一
つ

を
じ
っ
く
り
と
頭
に
入
れ
て
一
句
を
構
成
し

て
い
く
。
十
七
字
に
ま
と
め
る
に
は
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
要
素
を
中
心
に
取
り
入
れ
て

邪
魔
は
省
き
無
駄
な
説
明
を
く
ど
く
ど
と
し

な
い
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　　　投　句　要　領

》はがき1枚に5旬前後。レ題はと
くに定めません。そのときの季節に

合ったものならなんでも可。》町内

名、氏名（雅号でもよい）明記。》

川西町役場内「文書広報係」または、

中央町「太田白南風」あて。

》毎月末日〆切。レ初心者の投句歓
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